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カプロラクタム事業体質強化策について

三菱化学株式会社

三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：冨澤 龍一）は、当社で製造・販売しているカプロラクタムの外販事業（国内販売・輸出）から２００５年３月末をもって撤退し､今後は当社及びグループ会社が製造しているナイロン樹脂向けの原料供給に特化／集中することを決定いたしました。これに伴い､当社黒崎事業所（所在地：北九州市八幡西区）のカプロラクタムプラント２系列（生産能力：１１0千トン／年）の内､１系列５０千トン／年について２００５年４月から稼働率を縮小させ､同年9月末で製造を停止します。

当社は､当社及びグループ会社が製造しているナイロン樹脂向けの原料としてカプロラクタムを供給する一方､外販事業として一部を国内及び韓国､台湾等のナイロンメーカーへ販売してまいりました。しかしながら､この数年間の価格低迷により赤字の状態が続いたことに加え､（１）昨今の原料価格の高騰､（２）アジア地区ナイロン製造拠点の中国へのシフトに伴う､カプロラクタムマーケットの構造変化等､カプロラクタムを取り巻く事業環境は今後更に厳しい状況が続くことが予想されます。当社としては､中長期的にカプロラクタム外販事業の収益が大きく改善する見込みがないと判断し､外販事業から撤退し､当社グループのナイロン樹脂事業との連携に特化することで､事業収益の安定化につとめてまいります。

また､黒崎事業所で製造しているカプロラクタムの中間原料であるシクロヘキサノンは､カプロラクタム１系列停止後も生産量を維持し､国内及び中国を含むアジアマーケットへ拡販を目指します。シクロヘキサノンは､ウレタン原料､電子材料用特殊用材､塗料、医農薬中間原料など今後需要の拡大が期待される分野で使用されており､収益の拡大が期待されます。

当社は今回の体質強化策を実施することにより､カプロラクタム事業のみならず､当社グループのナイロン樹脂事業全体の体質強化を推進してまいります。

以上

問い合わせ先

三菱化学株式会社　広報・IR室

０３－６４１４－３７３０

